










































































































わったー わか えーだー すいなーふあ たっちちみっちち
吾達が若さる間あ〈サーサースリハイ〉 首里那覇ん二月三月




じんぶんくさ ヲユイ ハナシ コームッ ウームッ
〈ヨ一存分腐ラ 今宵ヌ話ヌ面白サ[面白サ]スリサーサーエイスリサーサー スリハイ〉
むぬ く あじ ななけーあじ
物しみれーなんちち焦がらち 〈サーサースリハイ〉 昧しみれ一七回ん昧しち















とうしちく めー ししだままい ぐとう
今年作たる米ゃく数珠玉繭ぬ如 エイスリサーサースリサーサー スリハイ〉






















七月の盆に(那覇から田舎の)山原に下って、 < (同前)) 
06. ((稲摺リ節》




イニシシ アワユユ アワ ユ ウミ ユ
〈稲摺リ摺リ粟選リ選リ 粟ヌン選ラリミ米ヌドゥ選ラリル スーリサーサーイヤササ〉








ユヤサせる事や 〈イサ添イ添イ添イ〉 ユヤサせる事や 〈イサ添イ添イ添イ〉






























やぶむら ぐま ちむあ する ちゆく ぢゆく とうむさか
屋部村や細さしが肝合わち揃てい作るむ作いとう〈サンサ共に栄ら〉
メデ告 メデ合 メヂ1> カリユシメデ聖
〈目出度イ目出度イ スリスリ目出度イ嘉例吉田出度イ〉
くとうしぢゆく ちゆ くらちあま まぢん
今年む作いやあん清らさゆかてい倉に積ん余ち〈サンサ真積しゃびら〉
















































12B. <<いちゅび小節 (2)) 
かーぎぐわー じまん ぐわー かーぎぐわー かー ちむちでーいち
影小ぬあんでいち自慢すみあば小 〈影小や皮どうやっさい 気持第一どー〉
わったー くくる し ヴーリキッパンアマショーガ イマチ サンジン
〈吾達心んひらってい知り 氷桔餅甘生蓑〉今来ョイナー 〈ウネ三世イヤササ〉
ぐわーふ やまちぱるかゆ かゆ みぢら ちな ばんず
いちゅび小に惚りてい山内原通てい 〈通てい珍しやや喜納ぬ番所〉














とうゆ なぐばんどうくる まち さか ちゅ
だんじゅ響まりる名護ぬ番所 〈スリ松とうがぢまるぬむてぇ栄いユショーユシむてぇ清らさ〉























































たん いりどうまい む たぽー
頼でい西泊ハイヨー〈持たち給り ゼイサゼイサゼイサー〉
はる ばるみちくびりみち うむ さとうめー めー しぬ もー























あみ ゆがふあみ わーん じま ふ
なま降ゆる雨や世果報雨やしが 〈吾が生まり島ん降いがしゃびら〉
〈イーマーディスナー チヤリヤリヤリ〉

















































ニンゴー ニンゴー イッシユニンゴーイッシュニンゴー ニンゴー アッツ
〈二合ドーヤ一二合ナ一一升二合[一升ニ合] 二合ドーヤー熱ドーヤーシシ[イヤササ])



























事ー イナグ イナグ ウ チン ノー キ
イッ達アンマ一女子イ 〈女子ヤクトウドゥ績ンダイ紡ヂャイ縫ウタイ着シタイ〉
もーいなら なく・あがりーかゅ ばんじゅいしがち しーち わ
だんこ舞習ゅんで、い名護東江通ていヨーヤ 番所石垣にちんし切り割てい
〈チダンコヨーダンコ スーリエイスリ〉
もーいいちばん がーぱるかゆ まぢりくさ うんさ
だんこ舞一番やみじゃ井原通ていヨーヤ 間切腐らする宇茂佐だんこ
〈チダンコヨーダンコ スーリエイスリ〉











し しるぬ いなぐぐわー がちぢゅー
〈売ららんたんどーあんまー 煎じてい汁飲ま いやーや女子ん小ぬ餓鬼強さぬ〉




し しるぬ いなぐぐわー がきぢ申ー











どー うら さ ぶたんぱな はなはな さ ぐいん うむ
六角堂ぬ裏にヨー咲ちゆる牡丹花やヨー 〈花とう花とう咲きばヨー御縁とう思ていヨーンゾヨー〉
ワネスンドゥナートゥサヨーンゾヨー 〈ワネカンドゥナートゥサヨーンゾヨー〉










サキ チヤワンッシヌヌ ツシヌヌ ウチユマナカ
酒ヤボンボン茶碗シ飲ミ飲ミ 〈サーマカイシ飲ミ飲ミ浮世ヌ真ン中〉
うみ ぽーらー したくさとうぬぶ とー み やまとう み
海ぬちん法螺が下草ゆ跳ん登てい 唐ん見ゅんど一大和ん見ゅんどー
うちなー ウチユ マナ力 うちなー ウチユ マナカ
〈沖縄かいどー浮世ヌ真ン中 サー沖縄かいどー浮世ヌ真ン中〉
あがり ふ あちゃー まふえー ふに
東さんさぎぬさらさらとう吹きば 明日や真南なてい船ぬ入ゅんどー




















29. ((ハラ ドンドンセー(十七八節)) ・・・・一般には《ドンドン節>><<十七八節》として知られる曲
シマ ウドゥアシ
J、ラドンドンセー 〈島ウチサンセー踊ティ遊バナ〉































さしがち さしがち うい なーベーらーはなさ
ヨーテー挿垣ぬ上にヨーテー挿垣ぬ上にヨなベら花咲かちウネスクテントウンテン
(ヨーテーうりが実成らばヨーテー里に椀で、いうえさなや[椀やいうしゃぎらな])ウネスクテン，....)
まじゃばるんむ まじゃぱるんむ つむとう み lまー
ヨ一子一真謝原ぬ芋やヨーテ一真謝原ぬ芋やヨ一本から三ぴらぎ[ぱき]ウネスクテントウンテン
あかんみ あかんみ あら あらどうくる
(ヨーテー赤嶺ぬくむいヨーテー赤嶺ぬくむいヨ洗い{洗い}所ウネスクテントウンテン)
ヨーテーマシュンクとナピー(共に伊江島の女の名)とヨーテー マシュンクとナピーとをヨ
わず
見比べてみれば、ホラスクテントンテン/マシュンクは惜しい。ナビーは美しい。(僅かにナピーが上)
竹挿しの垣根の上にヘチマの花を咲かせて、(その実が成ったらあの方にもいであげよう[あげたしつ。)
まじゃ ざる あかみね
真謝の畑の薩摩芋は、一本から焦三杯(も穫れる)0 (赤嶺の池(が芋の)洗い場。)
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